
ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和5年11月15日（水） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募
方法

締切

宛先

メールでの
ご応募は
こちら！

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおた
より」に掲載させていただく場合もございます。

多数のご応募ありがとうございました

「フクロウノワ」（フクロウの輪）9月号の
正解

正解者の中から
抽選で3名に

プレゼントが当たる

ＲＩＢＢＯＮ　　ＣＯＦＦＥＥ
（福島市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

今月のプレゼント

地産地消の季節の
ドライフルーツ３点セット

AA BB CC DD EE FF

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。
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国民的アニメの主人公の名前にもなっている貝
恐れ知らずなこと。大胆○○
⇔ステレオ
体全体をコントロールしている司令塔
シンデレラ・ハロウィン・冬至に共通する野菜
先祖のお墓がある寺院に所属する家
今春から着けるか着けないかは個人の判断に
上杉謙信から武田信玄へ送った調味料

❶
❸
❺
❻
❽
10
11
12

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

物価高の影響でコレのヒモを固く絞めている人も
具体的に触れたり見られる なにかのこと
日本国及び日本国民統合の象徴（憲法第１条）
画家
祈願成就の縁起物。「○○○さんが転んだ」
サンマを焼くのにピッタリな土製の小型こんろ
お父さん・お母さん
「理科」は物理・生物・地学・○○を総合した教科

編 集 後 記

毎号楽しみにしています。
表紙の子どもたちの写真
に癒やされました。この
子達の未来に幸あれと
願うばかりです。
(41才　事務)

成年後見が必要な方が増え
ているのを実感しています。
後見人も一人だと荷が重い
ので、法人後見が増えると
いいなと思います。
(47才　福祉)

毎月、福祉に関わる内容を
イラストやグラフを効率的
に活用し、分かりやすく伝
えていただき、楽しみにし
ています。
(61才　保育)

　昨年度から、はあとふる ふくしまの表紙は、福島
県内保育所の子どもたちを追いかけています。子ど
もたちの表情は素直で素敵ですよね。素直であるが
故に、子どもたちは、困りごとを困りごとと感じない
ことが多々あります。「助けて」を言えるようにするた
めに福祉関係者や大人ができることがまだまだあり
ますよね。

（人材研修課　安達弘和）
あ  だちひろかず

8月号に寄せられた読者のおたよりから
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　高齢者施設で清掃や配膳・下膳など介護の周辺業務を行う「介護助手」を募集しています。子育て中の
方、第一線を退いたけれどまだまだ元気に働ける方、介護助手から始めてみたい方など、ライフスタイル
や体力に合わせて働いてみませんか？ 資格や経験は不要です。ぜひお気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先 福島県社会福祉協議会　人材研修課　福祉人材センター
電話 024-521-5662　URL https://f-fjc.com 

　介護助手とは、介護保険法に基づく施設・事業所において
介護職員をサポートする職種を指し、身体介護などの専門
的な業務以外の補助的な業務を行います。

　本会では介護業務の機能分化を図り、介護人材の確保と
サービスの質の向上、地域住民の社会参加等を目指す「介
護職機能分化モデル事業」を実施し、施設・事業所におけ
る介護助手の導入や採用活動をサポートしています。

介護助手とは？

介護助手を募集したい施設の皆様へ

「介護助手」募集のご案内県社協からのお知らせ

10月下旬発行の新聞折込広告に
最新の介護助手求人を掲載します！

発
行
日
／
令
和
５
年
10
月
13
日
　
　
　制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

https://www.fukushim
akenshakyo.or.jp

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp
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と る
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目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は音訳版および点訳版を作成しています。

「はあとふるふくしま」は作成経費の
一部に、共同募金配分金及び特別賛
助会員の寄付金を使用しています。

特　集

シリーズ

子どもが子どもらしくいられる社会へ
ヤングケアラーの現状と課題
　　　　　[未来へつなごう“ふくしま”から]

得意を生かして自分らしく
環境に、人に、やさしいまちのカフェで働く
ＲＩＢＢＯＮ　ＣＯＦＦＥＥを中心とした就労継続支援Ｂ型事業所

2023年度シリーズ
ふくしまのみらい
みてみて、かき氷を食べたらね…！
ぼくだけの色、きみだけの色。
みんな特別で、きれいだね。
（相馬市・みなと保育園）



　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
、

本
来
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
子
ど
も
が

あ
る
程
度
の
家
事
や
大
人
の
手
伝
い
を
行
う
こ
と
は
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
が
で
き
る
範
囲
を
超

え
て
、
心
身
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
問
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勉
強
に
励
む
時
間
、
部
活
に

打
ち
込
む
時
間
、
友
人
と
の
他
愛
な
い
時
間
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
本
来
享
受
で
き
た
は
ず
の
時
間
が
本
人
の

意
に
反
し
て
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
だ
と
い
う

こ
と
を
私
た
ち
大
人
は
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子どもが子どもらしく
いられる社会へ
子どもが子どもらしく
いられる社会へ
ヤングケアラーの現状と課題ヤングケアラーの現状と課題

中学２年生の約17人に１人がヤングケアラー。
本人が自覚していないことが多く、

周囲から気付かれにくいという問題があります。

中学２年生の約17人に１人がヤングケアラー。
本人が自覚していないことが多く、

周囲から気付かれにくいという問題があります。

国では今年４月に「こども家庭庁」が発足し、
「こどもまんなか」の社会を目指す取り組みが始まりました。

それに伴い、こども施策を社会全体で総合的かつ
強力に推進していくため「こども基本法」も施行されました。

こうした社会の動きの中で、現在注目されている
子どもを取り巻く問題の一つにヤングケアラーがあります。

今回はこのヤングケアラーについて
考えていきます。
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子どもを取り巻く問題の一つにヤングケアラーがあります。

今回はこのヤングケアラーについて
考えていきます。
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■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

　
基
本
的
人
権
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
人

に
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
に
は
、『
子
ど
も
が
子

ど
も
ら
し
く
い
ら
れ
る
』
た
め
の
権
利
が

あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
元
年
に
は
国
連
で
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
左
図
の
よ
う
な

４
つ
の
権
利
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
日
本
は
平
成
６
年
、
こ
れ
に
同

意
し
、
そ
の
取
り
組
み
は
各
自
治
体
に
委

ね
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
分
な
啓
発
ま
で

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
今
、
若
者
の

自
殺
や
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
が
増

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景

県内で世話をしている家族が「いる」と
回答した小中高生は5.9％

福島県では令和4年9～11月に
県内の小中高生を対象に生活実態を調査しました。県内の小中高生を対象に生活実態を調査しました。

回答者の割合 世話をしている家族が
「いる」と回答した人の割合

n=102,389n=102,389

n=6,049n=6,049

小学５～６年生
24.3％ いない

94.1％

いる
5.9％
いる
5.9％

高校生
（全日制）
36.8％

高校生（定時制・通信制）
0.6％

中学生
38.3％

「いる」と答えた人の中で、自分がヤングケアラーと
自覚している小中高生は10.4％

ヤングケアラーの
自覚がある ヤングケアラーの認知度

はい
10.4％
はい
10.4％

いいえ
56.1％

わからない
31.3％

無回答2.2％ 無回答2.8％
聞いたことがあり、
内容も知っている
18.3％

聞いたことはあるが、
よく分からない
21.0％

聞いたことは
なかった
57.9％

家族に代わり、
幼いきょうだいの
世話をしている

がん・難病・精神疾患など
慢性的な病気の
家族の看病を
している

日本語が第一言語でない家族や
障がいのある家族のために
通訳的な役割をしている

障がいや
病気のある
きょうだいの
世話や見守りを
している

家計を支えるために労働をして、
障がいや病気のある
家族を助けている

加
し
た
こ
と
で
子
ど
も
の
権
利
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
令
和
５
年
４
月
に

は
こ
ど
も
が
幸
福
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
「
こ

ど
も
基
本
法
」
も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
社
会
の
動
き
に
よ
っ
て
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
教
育

現
場
や
関
係
機
関
等
で
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
や
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
の
理

解
は
ま
だ
十
分
に
広
ま
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
家
族
に
代
わ
っ

て
家
事
や
幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
、
看

病
な
ど
に
あ
た
る
た
め
、
勉
強
す
る
時
間

が
と
れ
ず
学
業
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
、

自
分
の
睡
眠
時
間
や
趣
味
の
時
間
を
削

ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
友
人
と
の
時
間
が
と
れ

ず
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
ず
に
「
自
分
は
周
り
と
違
う
」
と
悩
み

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
受
け
る
影
響

や
孤
独
を
抱
え
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
も

い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
長
期
に
わ
た
る

家
族
の
ケ
ア
に
よ
っ
て
人
間
関
係
や
進

路
、
就
職
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

ケ
ー
ス
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
家
庭
の
問
題
が

子
ど
も
の
負
担
に
直
結
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
家
庭
の
問
題
が
複
雑
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
多
機
関
・
多
職
種
の
連
携

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
が
一
人
で

悩
み
を
抱
え
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
支
援
が
行
き
届
く
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
小

中
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
※
の
強
み
を
活
か

し
て
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を
把
握
し

関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
や
、
福
祉
・

介
護
・
医
療
・
教
育
の
専
門
機
関
は
も

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
向
け
た

　福
祉
・
介
護
・
医
療
・
教
育
・
地
域
の
連
携

ち
ろ
ん
、
地
域
の
主
任
児
童
委
員
な
ど
を

巻
き
込
ん
で
ケ
ー
ス
会
議
や
勉
強
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
関
係
機
関

と
つ
な
が
り
、
見
守
り
の
目
を
増
や
す
こ

と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

生きる権利
住む場所や食べ物があり、医療を受
けられるなどして、命が守られる

育つ権利
勉強したり遊んだりして、
もって生まれた能力を十分に
伸ばしながら成長できる

守られる権利
紛争に巻きこまれず、難民になったら
保護され、暴力や搾取、有害な労働な
どから守られる

参加する権利
自由に意見を表したり、
団体を作ったりできる

子どもの権利条約では、
「子どもにとって一番いいことは何かということを

考えなければならない」とされています。
※福島県子どもの生活実態に関するアンケート調査より引用

※課題を抱える子どもの家庭訪問をして、子どもの家庭と関係機関をつないだり、学校に対する支援体制づくりや関係機関等との
　連携の仲介をしたりするなど、福祉的なアプローチによって子どもたちの生活の質を高めるためのサポートを行う専門職。

※公益財団法人日本ユニセフ協会HPより引用
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■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

　
基
本
的
人
権
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
人

に
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
に
は
、『
子
ど
も
が
子

ど
も
ら
し
く
い
ら
れ
る
』
た
め
の
権
利
が

あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
元
年
に
は
国
連
で
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
左
図
の
よ
う
な

４
つ
の
権
利
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
日
本
は
平
成
６
年
、
こ
れ
に
同

意
し
、
そ
の
取
り
組
み
は
各
自
治
体
に
委

ね
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
分
な
啓
発
ま
で

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
今
、
若
者
の

自
殺
や
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
が
増

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景

県内で世話をしている家族が「いる」と
回答した小中高生は5.9％

福島県では令和4年9～11月に
県内の小中高生を対象に生活実態を調査しました。県内の小中高生を対象に生活実態を調査しました。

回答者の割合 世話をしている家族が
「いる」と回答した人の割合

n=102,389n=102,389

n=6,049n=6,049

小学５～６年生
24.3％ いない

94.1％

いる
5.9％
いる
5.9％

高校生
（全日制）
36.8％

高校生（定時制・通信制）
0.6％

中学生
38.3％

「いる」と答えた人の中で、自分がヤングケアラーと
自覚している小中高生は10.4％

ヤングケアラーの
自覚がある ヤングケアラーの認知度

はい
10.4％
はい
10.4％

いいえ
56.1％

わからない
31.3％

無回答2.2％ 無回答2.8％
聞いたことがあり、
内容も知っている
18.3％

聞いたことはあるが、
よく分からない
21.0％

聞いたことは
なかった
57.9％

家族に代わり、
幼いきょうだいの
世話をしている

がん・難病・精神疾患など
慢性的な病気の
家族の看病を
している

日本語が第一言語でない家族や
障がいのある家族のために
通訳的な役割をしている

障がいや
病気のある
きょうだいの
世話や見守りを
している

家計を支えるために労働をして、
障がいや病気のある
家族を助けている

加
し
た
こ
と
で
子
ど
も
の
権
利
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
令
和
５
年
４
月
に

は
こ
ど
も
が
幸
福
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
「
こ

ど
も
基
本
法
」
も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
社
会
の
動
き
に
よ
っ
て
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
教
育

現
場
や
関
係
機
関
等
で
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
や
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
の
理

解
は
ま
だ
十
分
に
広
ま
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
家
族
に
代
わ
っ

て
家
事
や
幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
、
看

病
な
ど
に
あ
た
る
た
め
、
勉
強
す
る
時
間

が
と
れ
ず
学
業
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
、

自
分
の
睡
眠
時
間
や
趣
味
の
時
間
を
削

ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
友
人
と
の
時
間
が
と
れ

ず
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
ず
に
「
自
分
は
周
り
と
違
う
」
と
悩
み

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
受
け
る
影
響

や
孤
独
を
抱
え
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
も

い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
長
期
に
わ
た
る

家
族
の
ケ
ア
に
よ
っ
て
人
間
関
係
や
進

路
、
就
職
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

ケ
ー
ス
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
家
庭
の
問
題
が

子
ど
も
の
負
担
に
直
結
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
家
庭
の
問
題
が
複
雑
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
多
機
関
・
多
職
種
の
連
携

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
が
一
人
で

悩
み
を
抱
え
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
支
援
が
行
き
届
く
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
小

中
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
※
の
強
み
を
活
か

し
て
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を
把
握
し

関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
や
、
福
祉
・

介
護
・
医
療
・
教
育
の
専
門
機
関
は
も

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
向
け
た

　福
祉
・
介
護
・
医
療
・
教
育
・
地
域
の
連
携

ち
ろ
ん
、
地
域
の
主
任
児
童
委
員
な
ど
を

巻
き
込
ん
で
ケ
ー
ス
会
議
や
勉
強
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
関
係
機
関

と
つ
な
が
り
、
見
守
り
の
目
を
増
や
す
こ

と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

生きる権利
住む場所や食べ物があり、医療を受
けられるなどして、命が守られる

育つ権利
勉強したり遊んだりして、
もって生まれた能力を十分に
伸ばしながら成長できる

守られる権利
紛争に巻きこまれず、難民になったら
保護され、暴力や搾取、有害な労働な
どから守られる

参加する権利
自由に意見を表したり、
団体を作ったりできる

子どもの権利条約では、
「子どもにとって一番いいことは何かということを

考えなければならない」とされています。
※福島県子どもの生活実態に関するアンケート調査より引用

※課題を抱える子どもの家庭訪問をして、子どもの家庭と関係機関をつないだり、学校に対する支援体制づくりや関係機関等との
　連携の仲介をしたりするなど、福祉的なアプローチによって子どもたちの生活の質を高めるためのサポートを行う専門職。

※公益財団法人日本ユニセフ協会HPより引用
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つ
か
な
い
難
し
さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　「
確
実
な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
に
何
よ

り
重
要
な
こ
と
は
、
子
ど
も
や
当
事
者
が

発
信
で
き
る
環
境
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
受
け
た
人
た
ち
が
、
自
分
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
関
係
機
関
に
相
談
す

る
こ
と
で
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
」
と
富
良
謝
さ
ん
。

　
社
会
の
変
革
と
と
も
に
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
少
し
で
も
明
る

い
も
の
に
な
る
よ
う
な
社
会
の
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
県
北
地
区
を
中
心
に
活
躍
し
た
経
験
を

経
て
、
現
在
は
行
政
の
立
場
か
ら
子
育
て

世
帯
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
富
良
謝
さ

ん
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
の

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
あ
た
る
中
で
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
は
特
に
支
援
の
難
し
さ
を
感

じ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
家

族
の
ケ
ア
が
日
常
化
し
子
ど
も
本
人
の
困

り
感
が
な
い
場
合
が
多
く
、
親
も
第
三
者

か
ら
の
支
援
介
入
に
抵
抗
を
感
じ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
支
援
者

は
、
子
ど
も
や
家
庭
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
し
な
が
ら
徐
々
に
支
援
に
つ
な
ぐ
雰
囲

気
を
つ
く
る
な
ど
高
い
ス
キ
ル
が
求
め
ら

れ
る
と
言
い
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
事
例
に
携
わ
る
中

で
富
良
謝
さ
ん
は
、
必
ず
し
も
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
が
悪
で
は
な
い
こ
と
や
「
不
登

校
」「
親
の
病
気
」
な
ど
の
様
々
な
問
題
が

絡
む
こ
と
も
あ
り
、
簡
単
に
解
決
に
結
び

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　事
例
か
ら
考
え
る
支
援
方
策

子
ど
も
や
当
事
者
が
発
信
で
き
る

環
境
が
あ
る
こ
と
が
大
事

伊達市教育委員会
こども部ネウボラ推進課
こども家庭相談係

富良謝 睦さん
ふ　ら　しゃ むつみ

家庭の問題、
抱えている悩みや
不安など、何でも
ご相談ください

　外国籍の母親をもつ男子高校生。小学生の時に
両親が離婚し、日本語を話せない母親に代わって
行政の書類や必要な手続きなどを行い、通訳も担っ
ていた。本人は日頃の負担から精神不安定となり
医療機関を受診した際、自ら家庭の事情を相談し
たことから行政へつながり、支援を受けられるよ
うに。現在は落ち着きを取り戻して生活している。

事例 ❷
両親が身体不自由な
小中学生のケース

　両親と小中学生姉妹の４人家族。両親は病気や
事故により、どちらも身体不自由。生活保護を受
けるが、家計は逼迫している。姉妹は家のことは
自分たちがやらなければという使命感がある。し
かし、不登校や姉が度々家出をするなどの行動が
見られ、学校から支援につながり、児童福祉、ケア
マネジャーや地域包括支援センターなど多機関が
連携して支援を行うようになり、改善が見られて
きた。

事例 ❶
外国籍の母親をもつ
高校生のケース

ひっ ぱく

村
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
関
係
者
に

向
け
た
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
圏
域

ご
と
の
研
修
会
開
催
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
県
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
担

う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

も
１
名
か
ら
今
年
度
は
２
名
体
制
と
し

て
、
市
町
村
で
の
相
談
窓
口
体
制
整
備
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
」
と
島
野
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
を
は
じ
め
、

生
活
に
か
か
わ
る
専
門
職
の
支
援
関
係
者

は
、常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
困
っ
て
い

る
人
を『
見
逃
さ
な
い
』意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
島
野
さ
ん
。
ま
た
、待
っ
て

い
て
も
当
事
者
が
相
談
に
訪
れ
る
こ
と
は

　
昨
年
度
か
ら
福
島
県
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

専
門
家
会
議
委
員
の
一
員
と
し
て
、
社
会

福
祉
士
の
視
点
か
ら
も
福
島
県
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
携
わ
っ
て
い
る
郡
山
女

子
大
学
の
島
野
さ
ん
に
福
島
県
に
お
け
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
福
島
県
で
は
昨
年
度
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
実
態
把
握
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本

人
の
自
覚
や
周
囲
の
大
人
の
気
づ
き
の
促

進
な
ど
を
目
的
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

カ
ー
ド
の
配
布（
県
内
全
小
学
生
か
ら
高

校
生
を
対
象
）
や
支
援
者
向
け
研
修
を
開

催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
開
始
。
9
月

に
は
初
め
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
専
門
家
会

議
を
開
き
、
支
援
に
向
け
て
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。「
今
年
度
は
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
見
え
る
化
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
、

障
害
福
祉
、
介
護
、
医
療
従
事
者
、
市
町

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　福
島
県
の
取
り
組
み

困
っ
て
い
る
子
ど
も
を
『
見
逃
さ
な
い
』

必
要
な
支
援
が
必
要
な
と
こ
ろ
に

き
ち
ん
と
つ
な
が
る
た
め
に

郡山女子大学
准教授

島野 光正さん
しま  の　みつまさ

子どもと、
その子どもがいる家庭の
支援をしていくという
視点をもつことが

大切

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
※
1

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
言
い
ま
す
。

　「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
は
、

そ
の
子
ど
も
や
家
族
を
『
助
け
て

あ
げ
る
』の
で
は
な
く
、ケ
ア
ラ
ー

自
身
や
そ
の
家
族
が
周
り
の
人

や
社
会
資
源
の
力
を
借
り
な
が

ら
『
生
き
て
い
く
力
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
見
出
す
プ
ロ
セ
ス
』で

す
。
今
ま
さ
に
、誰
一
人
見
逃
さ

な
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
※
2
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
関
係
者
は
、
連
携
の
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に
共
有
で
き
る

か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
持
ち
寄
っ
て

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
、
こ
ん
な
こ
と
を

し
た
ら
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
専
門
職
の
枠
組
み
を
超
え
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
島

野
さ
ん
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
に
加
え
て
潜
在
化
し
や

す
い
こ
と
か
ら
、
必
要
な
支
援

が
必
要
な
と
こ
ろ
に
き
ち
ん
と

つ
な
が
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※1　行政や支援機関等が積極的に働きかけ、支援を必要とする人に情報・サービスを届けること。
※2　全ての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合うという理念のこと。

※ネウボラとは、フィンランド語で「アドバイスの場」を意味し、
　子育てをサポートする仕組みのこと。

多職種が連携することで、
どの機関に相談がいって
も適切な支援につながる
体制づくりが重要

◀ヤングケアラーカード

ヤングケアラーがいる世帯

ケアマネジャー
保健師・介護士　
スクールソーシャルワーカー
民生委員・児童委員　
など
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つ
か
な
い
難
し
さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　「
確
実
な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
に
何
よ

り
重
要
な
こ
と
は
、
子
ど
も
や
当
事
者
が

発
信
で
き
る
環
境
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
受
け
た
人
た
ち
が
、
自
分
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
関
係
機
関
に
相
談
す

る
こ
と
で
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
」
と
富
良
謝
さ
ん
。

　
社
会
の
変
革
と
と
も
に
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
少
し
で
も
明
る

い
も
の
に
な
る
よ
う
な
社
会
の
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
県
北
地
区
を
中
心
に
活
躍
し
た
経
験
を

経
て
、
現
在
は
行
政
の
立
場
か
ら
子
育
て

世
帯
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
富
良
謝
さ

ん
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
の

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
あ
た
る
中
で
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
は
特
に
支
援
の
難
し
さ
を
感

じ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
家

族
の
ケ
ア
が
日
常
化
し
子
ど
も
本
人
の
困

り
感
が
な
い
場
合
が
多
く
、
親
も
第
三
者

か
ら
の
支
援
介
入
に
抵
抗
を
感
じ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
支
援
者

は
、
子
ど
も
や
家
庭
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
し
な
が
ら
徐
々
に
支
援
に
つ
な
ぐ
雰
囲

気
を
つ
く
る
な
ど
高
い
ス
キ
ル
が
求
め
ら

れ
る
と
言
い
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
事
例
に
携
わ
る
中

で
富
良
謝
さ
ん
は
、
必
ず
し
も
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
が
悪
で
は
な
い
こ
と
や
「
不
登

校
」「
親
の
病
気
」
な
ど
の
様
々
な
問
題
が

絡
む
こ
と
も
あ
り
、
簡
単
に
解
決
に
結
び

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　事
例
か
ら
考
え
る
支
援
方
策

子
ど
も
や
当
事
者
が
発
信
で
き
る

環
境
が
あ
る
こ
と
が
大
事

伊達市教育委員会
こども部ネウボラ推進課
こども家庭相談係

富良謝 睦さん
ふ　ら　しゃ むつみ

家庭の問題、
抱えている悩みや
不安など、何でも
ご相談ください

　外国籍の母親をもつ男子高校生。小学生の時に
両親が離婚し、日本語を話せない母親に代わって
行政の書類や必要な手続きなどを行い、通訳も担っ
ていた。本人は日頃の負担から精神不安定となり
医療機関を受診した際、自ら家庭の事情を相談し
たことから行政へつながり、支援を受けられるよ
うに。現在は落ち着きを取り戻して生活している。

事例 ❷
両親が身体不自由な
小中学生のケース

　両親と小中学生姉妹の４人家族。両親は病気や
事故により、どちらも身体不自由。生活保護を受
けるが、家計は逼迫している。姉妹は家のことは
自分たちがやらなければという使命感がある。し
かし、不登校や姉が度々家出をするなどの行動が
見られ、学校から支援につながり、児童福祉、ケア
マネジャーや地域包括支援センターなど多機関が
連携して支援を行うようになり、改善が見られて
きた。

事例 ❶
外国籍の母親をもつ
高校生のケース

ひっ ぱく

村
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
関
係
者
に

向
け
た
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
圏
域

ご
と
の
研
修
会
開
催
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
県
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
担

う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

も
１
名
か
ら
今
年
度
は
２
名
体
制
と
し

て
、
市
町
村
で
の
相
談
窓
口
体
制
整
備
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
」
と
島
野
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
を
は
じ
め
、

生
活
に
か
か
わ
る
専
門
職
の
支
援
関
係
者

は
、常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
困
っ
て
い

る
人
を『
見
逃
さ
な
い
』意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
島
野
さ
ん
。
ま
た
、待
っ
て

い
て
も
当
事
者
が
相
談
に
訪
れ
る
こ
と
は

　
昨
年
度
か
ら
福
島
県
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

専
門
家
会
議
委
員
の
一
員
と
し
て
、
社
会

福
祉
士
の
視
点
か
ら
も
福
島
県
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
携
わ
っ
て
い
る
郡
山
女

子
大
学
の
島
野
さ
ん
に
福
島
県
に
お
け
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
福
島
県
で
は
昨
年
度
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
実
態
把
握
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本

人
の
自
覚
や
周
囲
の
大
人
の
気
づ
き
の
促

進
な
ど
を
目
的
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

カ
ー
ド
の
配
布（
県
内
全
小
学
生
か
ら
高

校
生
を
対
象
）
や
支
援
者
向
け
研
修
を
開

催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
開
始
。
9
月

に
は
初
め
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
専
門
家
会

議
を
開
き
、
支
援
に
向
け
て
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。「
今
年
度
は
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
見
え
る
化
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
、

障
害
福
祉
、
介
護
、
医
療
従
事
者
、
市
町

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　福
島
県
の
取
り
組
み

困
っ
て
い
る
子
ど
も
を
『
見
逃
さ
な
い
』

必
要
な
支
援
が
必
要
な
と
こ
ろ
に

き
ち
ん
と
つ
な
が
る
た
め
に

郡山女子大学
准教授

島野 光正さん
しま  の　みつまさ

子どもと、
その子どもがいる家庭の
支援をしていくという
視点をもつことが

大切

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
※
1

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
言
い
ま
す
。

　「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
は
、

そ
の
子
ど
も
や
家
族
を
『
助
け
て

あ
げ
る
』の
で
は
な
く
、ケ
ア
ラ
ー

自
身
や
そ
の
家
族
が
周
り
の
人

や
社
会
資
源
の
力
を
借
り
な
が

ら
『
生
き
て
い
く
力
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
見
出
す
プ
ロ
セ
ス
』で

す
。
今
ま
さ
に
、誰
一
人
見
逃
さ

な
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
※
2
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
関
係
者
は
、
連
携
の
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に
共
有
で
き
る

か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
持
ち
寄
っ
て

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
、
こ
ん
な
こ
と
を

し
た
ら
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
専
門
職
の
枠
組
み
を
超
え
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
島

野
さ
ん
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
に
加
え
て
潜
在
化
し
や

す
い
こ
と
か
ら
、
必
要
な
支
援

が
必
要
な
と
こ
ろ
に
き
ち
ん
と

つ
な
が
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※1　行政や支援機関等が積極的に働きかけ、支援を必要とする人に情報・サービスを届けること。
※2　全ての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合うという理念のこと。

※ネウボラとは、フィンランド語で「アドバイスの場」を意味し、
　子育てをサポートする仕組みのこと。

多職種が連携することで、
どの機関に相談がいって
も適切な支援につながる
体制づくりが重要

◀ヤングケアラーカード

ヤングケアラーがいる世帯

ケアマネジャー
保健師・介護士　
スクールソーシャルワーカー
民生委員・児童委員　
など
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Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
福
島

未来へつなごう“ふくしま”から
みらふくふみら く

設立当初から関わる管理者
の加藤亜里香さん。一人一
人が自分らしく、その方に
合った働き方を見つけるこ
とができるようにお手伝い
したいと話します。

　
福
島
市
の
中
心
市
街
地
パ
セ
オ
４
７
０

沿
い
に
あ
る
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ「
Ｒ

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
　
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
」。
平
日

の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
も
な
る
と
、
常
連
客

で
賑
わ
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
９
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
カ
フ
ェ
は
、
障
害
者

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ

福
島
」が
運
営
し
て
い
ま
す
。
管
理
者
の

加
藤
亜
里
香
さ
ん
は
、「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
福
島

は
、『
み
ん
な
に
ち
ょ
う
ど
い
い
、
社
会

に
と
っ
て
ち
ょ
っ
と
い
い
』を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
を
生
か
し
て
の
び
の
び
と
活
躍
で
き
る

場
所
を
提
供
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
も
利
用
者

も
共
に
成
長
で
き
る
就
労
支
援
事
業
所

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
は
、
エ
シ
カ
ル（
倫
理
的
な
）、

ボ
タ
ニ
カ
ル（
植
物
由
来
の
）、
ロ
ー
カ

ル（
地
元
の
）を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
カ
フ
ェ
と
し
て
、
時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
こ
だ
わ
り
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
紙
ベ
ー
ス
の
食
器
を
使

用
し
、
ス
ム
ー
ジ
ー
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

な
ど
、
素
材
本
来
の
持
ち
味
を
生
か
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

　「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ 

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
」と
称
し
た
農
作

業
で
は
、
自
分
た
ち
の
畑
だ
け
で
な
く
地

元
農
家
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
で

出
た
生
ゴ
ミ
は
畑
の
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
、

肥
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
食
材
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
も
努
め
て
い
ま
す
。「
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
」と
称
し
た
在
宅
Ｐ
Ｃ
作
業

で
は
、
デ
ー
タ
入
力
の
仕
事
の
ほ
か
に
、

カ
フ
ェ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
作
成
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
店
内
に
流
れ
る
Ｂ
Ｇ

Ｍ
は
、
ジ
ャ
ズ
好
き
の
利
用
者
が
自
ら

制
作
し
、
提
案
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

　「
店
内
の
雰
囲
気
や
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
見
〝
福
祉
事
業
所
っ
ぽ
く
な
い
〞
の
が
、

利
用
者
さ
ん
の
通
い
や
す
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
」

　「
り
ん
ご
や
い
ち
ご
の
仕
込
み
が
好
き

で
す
。
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
用
に
、
り
ん
ご

の
皮
む
き
や
い
ち
ご
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と

が
と
て
も
楽
し
い
」と
教
え
て
く
れ
た
の

は
、
カ
フ
ェ
で
働
き
始
め
て
２
年
に
な
る

菅
野
恵
さ
ん
。「
週
２
日
か
ら
働
き
始
め
、

現
在
は
週
５
日
働
い
て
い
ま
す
。
以
前
お

客
さ
ん
と
し
て
お
店
に
足
を
運
ん
だ
際

に
、
今
ど
き
の
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
に
居

心
地
の
良
さ
を
感
じ
、
自
分
も
こ
の
店

で
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
に
働

い
て
み
て
カ
フ
ェ
と
農
業
ど
ち
ら
の
仕
事

も
体
験
で
き
、
農
園
で
育
て
た
野
菜
や

果
物
を
収
穫
後
に
仕
込
み
、
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
提
供
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
す
る
こ
と
で

感
じ
る
達
成
感
が
、
一
般
就
労
へ
の
確
か

な
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｏ

Ｎ
　
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
。
今
後
は
福
島
の

旬
の
食
材
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品

を
提
供
し
た
い
と
の
こ
と
。
居
心
地
の

良
い
カ
フ
ェ
に
関
わ
る
人
の
輪
が
、
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

誰
も
が
通
い
や
す
い

ソ
ー
シ
ャ
ル
カ
フ
ェ
を
め
ざ
し
て

楽
し
い
と
実
感
で
き
る
場
所
で

見
つ
か
る
仕
事
の
や
り
が
い

か 

と
う  

あ
　
り
　
か

「『自分らしくいられそう』と思ったことが働
く決め手だった」という菅野恵さん（写真
右）。自分たちで栽培・収穫した野菜や果
物などを仕込み、カフェのメニューとして
提供したりドライフルーツに加工したりと、
楽しみながら作業を行っています。

果物や野菜など、
季節ごとに収穫や

仕分けを行っています。

「これはピンク色の
ドレスの席に」と具
体的な指示をする
ことで、利用者が
混乱しない工夫を
しています。

FLAT福島
福島市　
TEL 024-572-3930
E-mail flatfukushima@ribboncoffee.com
HP https://www.ribboncoffee.com/

取材協力

得
意
を
生
か
し
て
自
分
ら
し
く

環
境
に
、
人
に
、
や
さ
し
い

ま
ち
の
カ
フ
ェ
で
働
く

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
　
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
を
中
心
と
し
た
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
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シックなRIBBON　COFFEEの店内

お
持
ち
帰
り
用
の
各
種

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
も
販
売

FLAT AGURI
農園作業

FLAT IT
在宅PC作業

RIBBON

COFFEE
カフェ作業

大豆由来のハム
など食材にこだわった
｢エシカルサンド｣

令和５年度共同募金運動が始まりました

　本年度も10月１日から、赤い羽根共同募金運
動が全国一斉に始まりました。昭和22年から始
まった運動は、今年で77回目を迎えます。共同
募金は、戦後復興期の戦災孤児や引揚者の支援
から始まり、その後も時代ごとの福祉課題を捉
え、民間による福祉活動の大きな原動力となって
きました。
　昨年度の運動では、新型コロナウイルスや度
重なる災害の影響を受けるなど困難な状況下で
の募金運動となりましたが、福島県共同募金会
には３億9,311万0,015円もの多くの貴重な浄財
が寄せられ、県内の数多くの福祉活動を応援す
ることができました。
　パンデミック状況下では福祉活動や募金活動
において様々な制限を受けましたが、福祉関係
者はつながることを諦めず、試行錯誤を繰り返し
ながら、つながりのあり方、支援・課題解決の方
法を模索してまいりました。今年度も引き続き、
「つながりを絶やさない社会づくり」の実現に向
けて、運動を展開してまいりたいと考えておりま
す。皆様におかれましても赤い羽根共同募金運
動の趣旨をご理解いただき、ご協力いただけれ
ば幸いです。

赤い羽根で
ささえあい

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

●金融機関を通じた募金も可能です。
●共同募金へのご寄付は税制優遇が
　受けられます。
➡詳しくは 福島県共同募金会ホームページ
 をご覧ください

─ つながりを絶やさない社会づくりのために ─
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Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
福
島

未来へつなごう“ふくしま”から
みらふくふみら く

設立当初から関わる管理者
の加藤亜里香さん。一人一
人が自分らしく、その方に
合った働き方を見つけるこ
とができるようにお手伝い
したいと話します。

　
福
島
市
の
中
心
市
街
地
パ
セ
オ
４
７
０

沿
い
に
あ
る
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ「
Ｒ

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
　
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
」。
平
日

の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
も
な
る
と
、
常
連
客

で
賑
わ
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
９
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
カ
フ
ェ
は
、
障
害
者

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ

福
島
」が
運
営
し
て
い
ま
す
。
管
理
者
の

加
藤
亜
里
香
さ
ん
は
、「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
福
島

は
、『
み
ん
な
に
ち
ょ
う
ど
い
い
、
社
会

に
と
っ
て
ち
ょ
っ
と
い
い
』を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
を
生
か
し
て
の
び
の
び
と
活
躍
で
き
る

場
所
を
提
供
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
も
利
用
者

も
共
に
成
長
で
き
る
就
労
支
援
事
業
所

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
は
、
エ
シ
カ
ル（
倫
理
的
な
）、

ボ
タ
ニ
カ
ル（
植
物
由
来
の
）、
ロ
ー
カ

ル（
地
元
の
）を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
カ
フ
ェ
と
し
て
、
時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
こ
だ
わ
り
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
紙
ベ
ー
ス
の
食
器
を
使

用
し
、
ス
ム
ー
ジ
ー
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

な
ど
、
素
材
本
来
の
持
ち
味
を
生
か
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

　「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ 

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
」と
称
し
た
農
作

業
で
は
、
自
分
た
ち
の
畑
だ
け
で
な
く
地

元
農
家
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
で

出
た
生
ゴ
ミ
は
畑
の
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
、

肥
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
食
材
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
も
努
め
て
い
ま
す
。「
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
」と
称
し
た
在
宅
Ｐ
Ｃ
作
業

で
は
、
デ
ー
タ
入
力
の
仕
事
の
ほ
か
に
、

カ
フ
ェ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
作
成
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
店
内
に
流
れ
る
Ｂ
Ｇ

Ｍ
は
、
ジ
ャ
ズ
好
き
の
利
用
者
が
自
ら

制
作
し
、
提
案
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

　「
店
内
の
雰
囲
気
や
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
見
〝
福
祉
事
業
所
っ
ぽ
く
な
い
〞
の
が
、

利
用
者
さ
ん
の
通
い
や
す
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
」

　「
り
ん
ご
や
い
ち
ご
の
仕
込
み
が
好
き

で
す
。
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
用
に
、
り
ん
ご

の
皮
む
き
や
い
ち
ご
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と

が
と
て
も
楽
し
い
」と
教
え
て
く
れ
た
の

は
、
カ
フ
ェ
で
働
き
始
め
て
２
年
に
な
る

菅
野
恵
さ
ん
。「
週
２
日
か
ら
働
き
始
め
、

現
在
は
週
５
日
働
い
て
い
ま
す
。
以
前
お

客
さ
ん
と
し
て
お
店
に
足
を
運
ん
だ
際

に
、
今
ど
き
の
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
に
居

心
地
の
良
さ
を
感
じ
、
自
分
も
こ
の
店

で
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
に
働

い
て
み
て
カ
フ
ェ
と
農
業
ど
ち
ら
の
仕
事

も
体
験
で
き
、
農
園
で
育
て
た
野
菜
や

果
物
を
収
穫
後
に
仕
込
み
、
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
提
供
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
す
る
こ
と
で

感
じ
る
達
成
感
が
、
一
般
就
労
へ
の
確
か

な
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｏ

Ｎ
　
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
。
今
後
は
福
島
の

旬
の
食
材
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品

を
提
供
し
た
い
と
の
こ
と
。
居
心
地
の

良
い
カ
フ
ェ
に
関
わ
る
人
の
輪
が
、
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

誰
も
が
通
い
や
す
い

ソ
ー
シ
ャ
ル
カ
フ
ェ
を
め
ざ
し
て

楽
し
い
と
実
感
で
き
る
場
所
で

見
つ
か
る
仕
事
の
や
り
が
い

か 

と
う  

あ
　
り
　
か

「『自分らしくいられそう』と思ったことが働
く決め手だった」という菅野恵さん（写真
右）。自分たちで栽培・収穫した野菜や果
物などを仕込み、カフェのメニューとして
提供したりドライフルーツに加工したりと、
楽しみながら作業を行っています。

果物や野菜など、
季節ごとに収穫や

仕分けを行っています。

「これはピンク色の
ドレスの席に」と具
体的な指示をする
ことで、利用者が
混乱しない工夫を
しています。

FLAT福島
福島市　
TEL 024-572-3930
E-mail flatfukushima@ribboncoffee.com
HP https://www.ribboncoffee.com/

取材協力

得
意
を
生
か
し
て
自
分
ら
し
く

環
境
に
、
人
に
、
や
さ
し
い

ま
ち
の
カ
フ
ェ
で
働
く

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
　
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
を
中
心
と
し
た
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

リ
　
　
ボ
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
コ
　
ー
　
ヒ
　
ー

フ
　
ラ
　
ッ
　
ト
　  

ア
　
グ
　
リ

フ
ラ
ッ
ト
　
ア
イ
テ
ィ
ー

か
ん 

の
め
ぐ
み

シックなRIBBON　COFFEEの店内

お
持
ち
帰
り
用
の
各
種

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
も
販
売

FLAT AGURI
農園作業

FLAT IT
在宅PC作業

RIBBON

COFFEE
カフェ作業

大豆由来のハム
など食材にこだわった
｢エシカルサンド｣

令和５年度共同募金運動が始まりました

　本年度も10月１日から、赤い羽根共同募金運
動が全国一斉に始まりました。昭和22年から始
まった運動は、今年で77回目を迎えます。共同
募金は、戦後復興期の戦災孤児や引揚者の支援
から始まり、その後も時代ごとの福祉課題を捉
え、民間による福祉活動の大きな原動力となって
きました。
　昨年度の運動では、新型コロナウイルスや度
重なる災害の影響を受けるなど困難な状況下で
の募金運動となりましたが、福島県共同募金会
には３億9,311万0,015円もの多くの貴重な浄財
が寄せられ、県内の数多くの福祉活動を応援す
ることができました。
　パンデミック状況下では福祉活動や募金活動
において様々な制限を受けましたが、福祉関係
者はつながることを諦めず、試行錯誤を繰り返し
ながら、つながりのあり方、支援・課題解決の方
法を模索してまいりました。今年度も引き続き、
「つながりを絶やさない社会づくり」の実現に向
けて、運動を展開してまいりたいと考えておりま
す。皆様におかれましても赤い羽根共同募金運
動の趣旨をご理解いただき、ご協力いただけれ
ば幸いです。

赤い羽根で
ささえあい

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

●金融機関を通じた募金も可能です。
●共同募金へのご寄付は税制優遇が
　受けられます。
➡詳しくは 福島県共同募金会ホームページ
 をご覧ください

─ つながりを絶やさない社会づくりのために ─
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ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和5年11月15日（水） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募
方法

締切

宛先

メールでの
ご応募は
こちら！

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおた
より」に掲載させていただく場合もございます。

多数のご応募ありがとうございました

「フクロウノワ」（フクロウの輪）9月号の
正解

正解者の中から
抽選で3名に

プレゼントが当たる

ＲＩＢＢＯＮ　　ＣＯＦＦＥＥ
（福島市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

今月のプレゼント

地産地消の季節の
ドライフルーツ３点セット

AA BB CC DD EE FF

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

❶
❷
❸
❹
❼
❽
❾
10

国民的アニメの主人公の名前にもなっている貝
恐れ知らずなこと。大胆○○
⇔ステレオ
体全体をコントロールしている司令塔
シンデレラ・ハロウィン・冬至に共通する野菜
先祖のお墓がある寺院に所属する家
今春から着けるか着けないかは個人の判断に
上杉謙信から武田信玄へ送った調味料

❶
❸
❺
❻
❽
10
11
12

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

物価高の影響でコレのヒモを固く絞めている人も
具体的に触れたり見られる なにかのこと
日本国及び日本国民統合の象徴（憲法第１条）
画家
祈願成就の縁起物。「○○○さんが転んだ」
サンマを焼くのにピッタリな土製の小型こんろ
お父さん・お母さん
「理科」は物理・生物・地学・○○を総合した教科

編 集 後 記

毎号楽しみにしています。
表紙の子どもたちの写真
に癒やされました。この
子達の未来に幸あれと
願うばかりです。
(41才　事務)

成年後見が必要な方が増え
ているのを実感しています。
後見人も一人だと荷が重い
ので、法人後見が増えると
いいなと思います。
(47才　福祉)

毎月、福祉に関わる内容を
イラストやグラフを効率的
に活用し、分かりやすく伝
えていただき、楽しみにし
ています。
(61才　保育)

　昨年度から、はあとふる ふくしまの表紙は、福島
県内保育所の子どもたちを追いかけています。子ど
もたちの表情は素直で素敵ですよね。素直であるが
故に、子どもたちは、困りごとを困りごとと感じない
ことが多々あります。「助けて」を言えるようにするた
めに福祉関係者や大人ができることがまだまだあり
ますよね。

（人材研修課　安達弘和）
あ  だちひろかず

8月号に寄せられた読者のおたよりから

EE

CC

AA

BB

FF

DD

11 66 11111010

77

22 55

33

44

121288

99

　高齢者施設で清掃や配膳・下膳など介護の周辺業務を行う「介護助手」を募集しています。子育て中の
方、第一線を退いたけれどまだまだ元気に働ける方、介護助手から始めてみたい方など、ライフスタイル
や体力に合わせて働いてみませんか？ 資格や経験は不要です。ぜひお気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先 福島県社会福祉協議会　人材研修課　福祉人材センター
電話 024-521-5662　URL https://f-fjc.com 

　介護助手とは、介護保険法に基づく施設・事業所において
介護職員をサポートする職種を指し、身体介護などの専門
的な業務以外の補助的な業務を行います。

　本会では介護業務の機能分化を図り、介護人材の確保と
サービスの質の向上、地域住民の社会参加等を目指す「介
護職機能分化モデル事業」を実施し、施設・事業所におけ
る介護助手の導入や採用活動をサポートしています。

介護助手とは？

介護助手を募集したい施設の皆様へ

「介護助手」募集のご案内県社協からのお知らせ

10月下旬発行の新聞折込広告に
最新の介護助手求人を掲載します！

発
行
日
／
令
和
５
年
10
月
13
日
　
　
　制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

https://www.fukushim
akenshakyo.or.jp

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp
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ル
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R
L
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企
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会
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